
日本学士院における会田安明の自筆本について

USJC 下浦康邦 (Yasukuni Shimoura)

I. 日本学士院における最上流和算家の自筆本の調査について

最上流に限らず、伝本の調査は自筆本の調査が基本であろう。
したがってまず日本学士院における最上流和算家の自筆本の調査を行ってみ

た。

[日本学士院蔵「和算図書目録」記載の会田安明の自筆本の–覧表]

岡本則録編集「日本学士院蔵 和算図書目録」. (臨川書店 昭和 56年刊)

の中で会田安明の自筆本と記載されたものは以下のとおり。
(このうち整理番号は日本学士院が付けた番号。便利なので添付した)

(カッコ内の番号は「算書総目録」の掲載順につけた番号)

目録頁 整理番号 題 名寄贈者名

1. $P$ 78 $0753$ [円内容周円個数通術」 (自筆) 1冊 鈴木徹
(「算書総目録」には

352[円内容周円個数通術 可改 全 貫通術」とある)

2. $P$ 78 $0754$ [円内容逐斜術」 (自筆) 1冊 遠藤利貞旧蔵
(「算書総目録」には 348 「円内容与斜面 全 貫通術」とある)

3. $P$ 88 $0880$ F改精算法」 (自筆) 3冊 内海菱助
(「算書総目録」には 422 「改精算法 全」 とある)

4. $P$ 93 $0942$ 1解惑非弁誤 (草稿) 」 (自筆) 1冊 内海菱助
5. $P121$ 1281 F鈎股弦通術」 (手稿) 1冊 内海菱助

(「算書総目録」には 278 「鈎股通弦術 丁」 とある)

(原本を見ると確かに「鈎型通馬術 丁」とあり、「和算図書目録」の記述の誤
り。 内題には、 [鈎股変換術

鈴木彦助安旦撰」 )
鈎股通弦術
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6. $P179$ 1984 r整数術」 (自筆) 2冊 遠藤利貞旧蔵
$arrow$「整数術 依鈎股象 甲」
$arrow$「整数術 依通弦品 丙」

(「算書総目録」には 275 「整数術 依鈎股象 甲」

277 「整数術 依通弦術 丙」 とある)

(乙巻は欠だが、 1985 F整数術」 にある)

7. $P181$ 2011 f招弓術」 (自筆) 1冊 遠藤利貞旧蔵

(「算書総目録」の 418[招差法」のことか ?)

(原本を見ると、内題には [招差術 鈴木彦助安旦撰」 とある)

8. $P243$ 2694 1変弓術」 (自筆) 1冊 内海菱助

(「算書総目録」には 440 「変素謡」とある)

9. $\cdot P260$ 2824 F両式演段集」 (自筆) 1冊 内海菱助

(「算書総目録」の 151 「両式演段」のことか ?)

(原本を見ると「両式六段集 全」、内題には「両素謡段帰除式約方」 とある)

10. $P292$ 3140 F応響算法附録之答」 (自筆) 1冊 内海菱助

(「算書総目録」には 382 「応郷算法附録之答」とある)

11. $P312$ 3389 [禁秘算答術起源 (紅 g) 」 (自筆) 2冊 内海菱出

(「算書総目録」には 429 「禁秘算答術起源 上」

430 「禁秘晶晶術起源 下」 とある)

12. $P313$ 3391 [具応好旧記」 (自筆) 1冊 内海菱助
(山形時代の草稿)

(「算書総目録」には 511 「具応呪術記 明和四丁亥年八月」とある)

13. $P315$ 3426 1括玄算法答術」 (自筆) , 2冊 内海菱助
(「算書総目録」には 380 [山山算法忍術 天明二年寅二月」

381 「括玄算法高温」とある)

14. $P316$ 3427 F括品算法答術起源」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には

379 「括玄算法答惑起源 天明元年辛丑十二月」とある)

15. $P323$ 3514 F鈎股弦妙矩」 (手稿) 1冊 内海菱助
(山形時代の草稿)
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(「算書総目録」には 560 「鈎股弦妙記 明和三年丙成年正月」とある)

(原本にも確かに「鈎股弦妙矩」とあるが、後世の書き題籏につき本来の題
名が何であったか不明)

16. $P337$ 3682 r作式術」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 228 「作式術」とある)

17. $P338$ 3698 F雑特集」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」の 438[雑算集 天明二年寅三月三十問答術」とある)

18. $P360$ 3989 [算法–百好」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 332「算法–百好 上」とある)

19. $P361$ 3990 [算法–百題」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 333「算法–百題 下」とある)

20. $P383$ 4281 F算法秘術輯 agF紅下等)」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 432 「算法秘術輯」とある)

21. $P384$ 4296 [算法問答集」 (自筆) 2冊 内海菱助
(「算書総目録」には 376「算法問答集」天明元辛丑年

377 「算法問答集」 とある)

22. $P397$ 4450 F諸雑算集」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 435[諸雑算集 天明元年辛丑年六月」とある)

23. $P415$ 4680 F精要算法抜書」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」には 421 「精要算法抜書」 とある)

24. $P435$ 4924 [大極天元記」(獅�\not\in 蹴#) (手録) 1冊 内海菱助
(山形時代の草稿)

(「算書総目録」には 506 「大極天元記 明和二乙酉年正月」とある)

(原本を見ると「明和二年酉正月」とあり、「和算図書目録」の記述の
誤り)

25. $P487$ 5476 r本源四斜矩合輯」 (自筆) 1冊 内海菱助
(「算書総目録」の 428 「四斜矩合集 全」のことか ?)

26. $P490$ 5493 [無極演段集」 (自筆) 1冊 内海菱助
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(山形時代の草稿)

(「算書総目録」には 508「無極演段集 明和二乙酉年九月」とある)

27. $P551$ 5864 F最上流元祖書状」 (自筆) 1冊 内海与平治

28. $P699$ 6909 「天明七、八、九年暦草」 (自筆) 3船 11内海菱助

(暦算書)

(「算書総目録」には 472 「天明七年回廊」

473 「天明八成申」
474 「天明九己酉」 とある)

29. $P699$ 6911 「天明六年前草」 (自筆) 5巻 内海菱助

(暦算書)

(「算書総目録」には 466 「天明六年 歳次丙午暦 日纏艸」

467 「天明六年 歳次丙午暦 黄道宿次」

469 「天明六年 歳次丙午暦 月離艸 白道宿次–」

470 「天明六年 歳次丙午暦 月離艸 二」

482 「天明六年 歳次丙午 交食艸 日食月食」 とある)

30. $P720$ 7031 「暦草」 (##就$ Z研\rightarrow \not\in ) (手稿) 1冊 内海菱助

$*$ . $P306$ 3310 「救民算法」 1冊 丹治庄之助

(奥書のみ会田安明の自筆)

$*$ . $P353$ 3891 [算書」 1冊 内海菱助

(「算書総目録」には、

434[算書 天明元丑十–月廿六日写 本田繁八利明」とある)

(本田利明の算額写の会田安明筆)

$*$ . $P492$ 5512 「門題三章」 1冊 -

(会田安明手記とあるが安明筆ではなかろう)
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[日本学士院蔵「和算図書目録」記載の斎藤需の自筆本の–覧表]

おなじく日本学士院蔵「和算図書目録」記載の斎藤鶴の自筆本は以下のとおり。

目録頁 整理番号 題 名 寄贈者名

1. $P166$ 1845 1初学天元術」 (手稿) 1冊 鈴木徹

2. $P237$ 2640 1算法分果術」 (自筆) 1冊 遠藤利貞旧蔵

3. $P372$ 4145 1”算法雑術」 (自筆) 1冊 鈴木徹

[日本学士院蔵「和算図書目録」記載の高橋仲善の自筆本]

おなじく日本学士院蔵「和算図書目録」記載の高橋仲善の自筆本は以下のとお
り。

目録頁 整理番号 題 名 寄贈者名

1. $P459$ 5202 F算法天生法」 (自筆) 1冊 遠藤利貞旧蔵

$1I$ . 日本学士院における最上流和算家の自筆本の特徴について

[会田安明の自筆本の特性]

上記の会田安明の自筆本を詳細に研究した結果以下のことが判明した。

. 会田安明の筆跡
会田安明の筆跡は楷書体のものは見分け安い。
しかしながら草書体のものは判断に悩むものがある。

会田安明の自筆本の形式

また、上記の会田安明の自筆本の形式には大きく分けて次の 5種類に分かれる。
それらを仮に以下のように命名して分類した。

1. 山形時代に書き始められた初期草稿本 ... (草稿本)

2. 日頃の算術の稽古や数学の思い付きなどを記したもの ... (手稿本)

3. 「安明之印」「字日子貫」の二つの印が表紙裏におされ、弟子
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に転写させる手本になった完成本 (完成本)

細字本

太字本

4. 暦や普請などのおそらくはめったに他見も許さなかった秘書 ... (秘書本)

5. その他 (その他)

しかしどちらにせよ、会田安明の自筆本には楷書体のものが多く、本の形式
にも統–性があり (特に 3. (完成本) はほとんど皆同じ大きさ) 自筆本かど

うか極めて判断しやすい。
ただしここで気をつけなければならないのは、「安明之印」だけが巻頭下部

におされた写本である。 これはだれか他のものが写した写本を確認の意味でお

したもので安田安明自身が内容を確認したかもしれないが、これは自筆本では

ない。

あくまで「安明之印」「字日子貫」の印を表紙裏におしたものが自筆本の通

常例である。

[斎藤需の自筆本の特性]

. 斎藤需の筆跡
一定しており判別しやすい。

. 本の形式
ほぼ–定している。

装丁に使用されている紙質がすべておなじ。.

[高橋仲直の自筆本の特性]

. 高橋仲善の筆跡
判別しやすい。

. 本の形式
ほぼ–定している。

装丁に使用されている紙質がすべておなじ。
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$m$ . 内海家より日本学士院に寄贈された伝本の検討について

上記の判断基準でもって最初に上記以外の内海家 (内海菱助) からの寄贈本
を調査してみた。 これは内海家の書物が最上流の伝書のうちで、最良のもので
あると予想されたからである。その結果は以下のとおり。

具体的な記載はないが会田安明の自筆本と判断されるもの

目録頁 整理番号 題 名 作者名

([] 内は推定)

1. $P$ 14 158 F虚血余算草術 (巻–) 」 (写本) 1冊 仰松軒君撰

松永良弼編 山路主任泰教校
(「算書総目録」には 126[緯老余算草術 松永良弼編」とある)

2. $P$ $16$ 183 「緯老余算統術惣括」 (写本) 1冊 仰松軒君撰

松永良弼編 山路主任泰教校
(「算書総目録」の 367[緯老余算統術 松永良弼」のことか ?)

3. $P$ 69 664 r–題十六品術」
(「算書総目録」には 124「–題十六品術

4. $P$ 88 881 「血便算法」 校合本 (刊本) 1冊 会田安明

5. $P$ 89 884 $\text{「}$改精算法抜書」 (写本) 1冊 [会田安明]
(「算書総目録」には 378 「改精算法抜書」とある)

6. $P$ 89 885 [改精算法改正論」 (写本) 2冊 鈴木安明著

7. $P$ 93 938 r誠心算法」 校合本 (刊本) 1冊 会田安明
8. $P$ 93 941 [解感応弁蓋 (草稿) 」 (写本) 1冊 会田安明著
9. $P$ 93 943 F解惑非弁誤 (草稿) 」 (写本) 1冊 [会田安明]

10. $P$ 93 944 r解惑弁誤」 (刊本) 1冊 神谷幸吉著
(「算書総目録」には 111 「解惑弁誤 全」 とある。会田安明筆にあらず)
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11. $P$ 98 1009 [加減反復法」 (写本) 1冊会田安明著

12. $P$ 99 1016 (写本) 1冊 $[]*$
(「算書総目録」 \Delta こほ 1 $\overline{z}s|$ 甲乙幕左以甲乙差除形 藤田」とある)

13. $P112$ 1169 (写本) 1冊 [鍵麹難難] $*$

(「算書総目録」 [. $\dagger l4ss|$ 矩秘算題」とある)

14. $P134$ 1440 [混沌招差法起源」 (写本) 1冊 会田安明編

(「算書総目録」の 181 「混沌招差法 四」の–部か ?)

15. $P148$ 1610 [算法郭如」 (写本) 1冊 会田安明編

(本田利明手沢本。会田安明筆にあらず ?)

16. $P148$ 1611 f算法郭如」 校合本 (刊本) 1冊 会田安明著

17. $P148$ 1612 1算法廓如」 (写本) 1冊

鈴木助右衛門忠義 [会田安明] 著

18. $P149$ 1624 F算法古今閲」 (写本) 3冊 会田安明閲

鈴木忠義著

(「算書総目録」には 408 「算法古今閲 上」

409 「算法古今閲 中」

410 「算法古今閲 下」 とある)

19. $P153$ 1673 F算法定矩像」 (写本) 1冊 会田安明識

(「算書総目録」には 423 「算法定矩像 $-\rfloor$ とある)

20. $P208$ 2329 [図象志」 (写本) 1冊 山路主住編
(「算書総目録」の 125 「図象志 全 藤田」のことか ?)

21. $P229$ 2561 [方程言言法 (巻心) 」 (写本) 1冊 会田安明編
(「算書総目録」の 418[招差法」 $or$

419 「諸招差法 全」のことか ?)

22. $P241$ 2672 [罧式演段集 (巻坤) 」 (写本) 1冊 [会田安明]

(「算書総目録」の 148E式演段
‘
坤」のことか ?)

(原本を見ると表題には「罧式演段 坤」、

内題には「罧式演段立方式約方」とある)

23. $P271$ 2915 F愛石山標額」 (写本) 1冊 [本田利明]
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(本田利明の算額写の安明筆。 3891と関連有り)

24. $P290$ 3119 F算法円類–百題」 (写本) 1冊鈴木安痘苗
(「算書総目録」の 449「算法円–百題」のことか ?)

(原本を見ると「算法円類–百題」とある。
内題には [円類題 鈴木彦助安旦撰」 )

25. [旬鴎嫁] $*$

26. $P319$ 3468 1掛額算題写」 (写本) 5冊 会田安旦集
(「算書総目録」には 265[浅草芝露題画 – 二+–条」

266[芝露吾標題写 二 二十 条」

267[芝心外標題写 三 三十五条」

268「芝其外標題写 四 三十 条」

269 「芝其外標題写 五 二十二条」 とある)

(原本を見ると�標題に [天明元年丑歳十–月写之。

算書

浅草観音堂掛額写

芝愛吾山額之写

二十–条 鈴木安旦」 とある。 $arrow 265$ か ?
�標題に「掛神廟仏閣算額湿婆 三十五条三

(ただし後世の書題簑) $\text{」}$ とある。 $arrow 267$ か ?
�標題に [掛神社仏閣算額写 三十条 四」 とある $arrow 268$ か ?
�標題に「丙 掛芝愛吾山門歯 問 安旦答術」とある。
�標題に「丁 掛麹愛念山門額 問 予答術」とある)

27. $P324$ 3519 [鈎股算題輯 (全二巻) 」 (写本) 2冊 会田安旦編
(「算書総目録」には 330「鈎股算題輯 甲」

331 「鈎股算題輯 乙」 とある)

28.

(原本を見るに [雑題解術 前二十五問」 とあり、「和算総目録」の記述の
誤り)

29.
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30. $P350$ 3852 1算顆題下書」 (写本) 1冊 [会田安明 ?]

31. $P354$ 3903 r門門」 (写本) 1冊 [会田安明 ?]

32. $P354$ 3910 [算題–日八章起源」 (写本) 1冊 会田安明述

(「算書総目録」には 230「算題–日八章起源」とある)

33. $P369$ 4095 [算法経仁礼之巻」 (写本) 3冊 [会田安明]

1冊

1冊

1冊

134 $|$ 算法縫 Z巷」

135「算法礼之巻」とある)

34. $P375$ 4173 F算法下書」 (写本) 1冊 [会田安明 ?]

35. $P402$ 4520 [神壁算法 (巻上) 」 (刊本) 1冊 [藤田貞資閲

藤田嘉言編]

(「算書総目録」には 108 「神壁算法 二冊」 とある。

会田安明筆にあらず)

36. $P432$ 4894 F続神壁算法」 (刊本) 1冊 藤田貞資閲

藤田嘉言編

(「算書総目録」には 109 「増刻 四壁算法 全」 とある。

会田安明筆にあらず)

37. $P444$ 5030 [長平内容三円径棲術解」 (写本) 1冊 関廉之撰

38. $P460$ 5213 F算法天巴法指南試数録 (上 T)」 (写本) 2冊 [会田安明 ?]

39. $P475$ 5352 [半梯整数」 (写本) 1冊. [会田安明]

(「算書総目録」には 362 「半梯整数 全」 とある)

40. $P480$ 5395 f分合招差法起源」 (写本) 1冊 会田安明編

(「算書総目録」の 184 「分合招差法 七」の–部か ?)

41. $P486$ 5471 $r..\ _{:_{-}.=_{-}}^{\dot{:}}:\backslash \cdot’:\cdot\{--\dot{-.}=\dot{-}’..j..:.-:\prime\prime\dot{:}_{\ddot{\dot{\theta}}}\dot{:}=--.=:\prime\prime::=-.-\backslash ::_{-}.,==:=:j’\grave{\ddot{\grave{\dot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}Affi\ddot{\ddot{\dot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}_{jj}j\ovalbox{\tt\small REJECT}:-=..-.=j---\dot{\grave{\ddot{\dot{\grave{\ddot{\dot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}}}}\backslash ...=.\cdot.\ddot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}_{i\cdot=^{m}}\backslash =:=./\underline{.=-\dot{\overline{\grave{\grave{\check{\grave{\phi}}}}}}_{\sim}v}\grave{\grave{\dot{\grave{\dot{\grave{\ddot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}}}}‘:"\dot{\prime}x^{=:J}\text{」}=$ (写本) 1冊 $[:\dot{\grave{g}}-\ovalbox{\tt\small REJECT}=]$ $*$

(「算書総目録」には 150 [歩積相応之題 七十五条」とある)
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42. $P492$ 5511 1門子算法集」 (写本) 1冊 $[:.\cdot\ovalbox{\tt\small REJECT}^{-R}j\Lambda]\ovalbox{\tt\small REJECT} rA$ $*$

(「算書総目録」には 384 「門門算法集」 とある。会田安明筆にあらず ?)

43. $P494$ 5527 $\Gamma$山崎七兵衛質疑書」 (写本) 1冊 [会田安明]

44. $P495$ 5531 [湯島天神社丁子 (十条)」 (写本) 1冊 禰轄齢門人撰
(「算書総目録」には 271 「湯島十条題 神谷氏」とある)

45. $\dot{P}519$ 5709 [算法関愚弁」 (写本) 1冊 会田安明著
(「算書総目録」には 407 「算法関愚弁 会田算集七刻」 とある)

46. $P539$ 5793 [会田算左衛門所有地関係書」 (写本) 1冊 $-$

(会田安明筆にあらず ?)

47. $P643$ 6446F比呂宇土 (巻上) $\text{」}$ (写本) 1冊 (畑$雛賄らず)

(「算書総目録」には 551 「比呂宇土 –冊」とある)

(所謂「船乗びらうと」の会田安明筆本)

48. 会田安明草
$*$

$*$

$*$

$*$

(「算書総目録」には 457 「安永四年歳次乙未暦 交食神 十冊之内 二」

458「安永四年歳次乙未暦 日纏艸 三」

459 「安永四年歳次乙未暦 黄道宿次 四」

462 「安永四年歳次乙未暦 月丁丁二 七」 とある)

49. $P657$ 6513 $\text{「}(1)\ddot{\dot{\ddot{\ddot{\ddot{\dot{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}}}_{-}’’’R-..r.\cdot\cdot.’.-.\dot{\overline{k}}_{\backslash }^{\mathfrak{B}}’"-\ddot{\dot{\dot{\grave{\overline{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}}^{\dot{\prime}}-,----..;’-\dot{\vee}-.\overline{-}:^{y}\text{」}X’\dot{-}\dot{\prime}\dot{\phi}\Psi\ovalbox{\tt\small REJECT}’\wedge-\backslash ’\dot{-}--.’\overline{P}j_{=.\backslash \dot{*}}..\cdot.\frac{\vee\sim}{*.\ovalbox{\tt\small REJECT}_{-x*^{i:}}-.4\ldots-.-}$ (写本) 1冊 $*$

(悪闘書)

(「算書総目録」には 499 「安永六丁酉暦」とある)

50. $P658$ 6525 $\text{「}(3)$ 陰陽暦術」 (写本) 1冊 会田安明述
(暦算書)

(「算書総目録」には 452 「陰陽暦術」 とある)

51. $P659$ . 6533 r寛政 4年壬子運気考」 (写本) 1冊 武田九龍子撰
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52. $P665$ 6578 (写本) 1冊 $*$

(暦算書)

(「算書総目録」には 454「仮名暦術解」とある)

53. $P666$ 6580 [(二) 璽坤*」 (写本) 1冊 [四四麹 $*$

(暦算書)

(「算書総目録」には 493 「求月食」とある)

54. $P669$ 6613 [寛政七、八年暦気予予」 (写本) 2巻合 1-冊
$*$

$*$

(暦算書)

(「算書総目録」には 484[寛政七年乙卯歳次暦気策草」

485[寛政八年丙辰歳次暦気策草」とある)

55. $P696$ 6862 $\Gamma(1)$ 貞亨暦立成」 (写本) 1冊 [会田安明]

(暦算書)

(「算書総目録」には 450「貞亨暦立成」とある)

56. $P712$ 6993 [寛政八年暦細草 本天密合 (写本) 1冊 [本田北夷生

(暦象言成後編法) 」 推算]

(本田利明作の会田安明筆下)

57. $P725$ 7078 [ $(D)$ \sim 定羅」 (写本) 1冊 $*$

(暦算書)

(「算書総目録」には 491 「暦定法」とある)

(内題「暦定率」。 6580と同形式の本)

58. $P786$ 7397 1異称日本伝 (抜書) $\text{」}$ (写本) 1冊 [松下見林]

(「算書総目録」には 531 「異称日本伝 抜書 全」 とある)

(原著は、 3巻 15冊、松下見林 (丁丁) 、元禄元年自序 6年刊)

59. $P786$ 7399 1医王書隅隅」 (写本) 1冊 浪隅隅野人訳
(「算書総目録」には 533「医王蕎婆伝 全」 とある)

((会田先生遺本) 原著は、「通俗医王誉丁丁」、 5巻 5冊、鹿鳴野人 (都賀庭鐘)

訳、宝暦 13年忌、会田安明筆にあらず)

60-. $P788$ 7403 [蝦夷国之巻」 (写本) 1冊 (\S 田#r\hslash にあらず)
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61. $P788$ 7404 「蝦夷草紙 (全三巻井附録)」 (写本) 4冊 最上徳山虚心
((会田先生遺本) 原著は、 5巻 5冊、最上徳内著、寛政 2年)

62. $P788$ 7405 [蝦夷拾遺 (二回)」 (写本) 2冊 青島政教著
((会田先生遺本) 原著は、 4巻別巻 1巻、青島俊蔵、庵原宣方、佐藤行信、皆川
秀道、山口高品著、天明 6年 (1786年) 序)

63. $P788$ 7406 F蝦夷心藍島之記」 (写本) 1冊 (細安 rfEあ bず)

((会田先生遺本) 原著は、寛政 3年)

64. $P788$ 7407 「蝦夷漫録」 (写本) 8冊 [会田安明]

(会田先生山本)

65. $P790$ 7415 「阿蘭陀船之風説書」 (写本) 1冊 (鮨安嚇にあらず)

(「算書総目録」には 524 「阿蘭陀風説書 全」 とある)

66. $P792$ 7428 [津軽船頭儀兵衛漂流記」 (写本) 1冊 (州#雛賄らず)

(「算書総目録」には 532 「津軽船頭儀兵衛漂流記 全」 とある)

67. $P793$ 7434 F管見博物論」 (写本) 1冊 会田安明著
(「算書総目録」には 521 「管見博物論 全」 とある)

(会田先生山本。文化 3年)

68. $P793$ 7438 1群書類従外雑記」 (写本) 1冊 (州安腓訪らず)

(「算書総目録」には 537 「群書類従並雑記 全」 とある)

69. $P794$ 7439 F慶長軍記巻十八、九 (写本) 1冊 [植木悦他]

大阪夏御上覚書抜書」
((会田先生遺本) 原著は、「慶長軍記」、内閣文庫本は 18巻、植木悦 (東林耕人) 、

寛文 8年。「大阪夏御陣覚書」、 2巻 2冊、 )

70. $P795$ 7444 「国歌八面」 (写本) 1冊 荷田尻良計
(「算書総目録」には 613[国歌八高 全 荷田在字義」とある)

((会田先生遺本) 原著は、 1冊、荷田在満著、本居宣長評、寛保 2年)

71. $P795$ 7447 r骨董録 (抜書) $\text{」}$ (写本) 1冊 (AxN安 r#にあ h’ず)

(「算書総目録」には 541[骨董録 或謂五事略 全」 とある)

(会田先生遺本)
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72. $P795$ 7448 f昆陽漫録」 (写本) 1冊 青木敦書著

(「算書総目録」には 610 [乱心漫録 -冊 青木敦旧作」とある)

((会田先生遺本) 原著は、 6巻・続 1巻. 補 1巻 8冊、青木昆陽 (敦書) 著、

宝暦 13年・続明和 3年補 5年)

73. $P797$ 7457 f紫生路談其他」 (写本) 1冊 (*田安 r作にあらず)

(「算書総目録」には 523 「紫奥略談松前収納 全」 とある)

(会田先生遺本)

74. $P797$ 7458 $\Gamma$四季草」 (写本) 1冊 伊勢貞丈述

((会田先生遺本) 原著は、 7冊、伊勢貞旧著、安永 7年)

75. $P797$ 7459 F集義和書共外書 (抜書) $\text{」}$ (写本) 2冊 熊沢蕃山門編

(「算書総目録」には 543 「集義和書 全」

544 「集義外書 全」 とある)

(会田先生遺本)

76. $P797$ 7461 [将棋指南」 (写本) 1冊 [会田安明]

(「将棋駒組啓蒙」 と同じ ?)

77. $P797$ 7462 $\text{「}$上書」 (写本) 1冊 平山幸蔵記

(会田先生遺本)

78. $P797$ 7463 1上書」 (写本) 1冊 蒲生君平記

(会田先生遺本)

79. $P797$ 7464 F上書」 (写本) 1冊 門崎九八郎記

(会田先生遺本)

(「算書総目録」には 554 「上書 –冊」とある)

80. $P798$ 7469 r神国神字弁」 (写本) 1冊 [諦忍・金竜原著

会田安明評]

((会田先生遺本) 原著は、「神国神字弁論」、 1冊、諦巴. 金旧著、安政 7年

成立、安政 9年刊。いわゆる「神国神字弁評林」と同じ)

81. $P798$ 7470 F慎始篇」 (刊本) 1冊 渡辺政之助述

(「算書総目録」には 559「晶晶篇. 全」 とある) (安明筆にあらず)

82. $P799$ 7473 $F$制度通 (巻十–)」 (写本) 1冊 伊藤長胤輯

(「算書総目録」には 539 「制度通 巻之十– 全」 とある)

((会田先生遺本) 原著は、 13巻 13冊、伊藤東涯 (長胤) 著、享保 9自序)
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83. $P799$ 7478 1関原軍記大成 (巻五) 」 (写本) 1冊 [宮川忍斎]
(原著は、「関ケ原軍記大成」、宮川忍斎 (宮腰秀興)

$\text{、}$ 元禄 3年序)

84. $P801$ 7481 f太閤年代略説 (甲乙二集)」 (写本) 2冊 (州$r\hslash にあらず)

(会田先生遺本。原著は、 2巻 2冊)

85. $P801$ 7482 F唐太宗軍艦宗史軍談 (抜書)」 (写本) 1冊 (601iRrf?Eあ bず)

(「算書総目録」には 553 「唐太宗軍艦 宗史 軍談 –冊」とある)

(会田先生遺本)

86. $P802$ 7491 1珍説要秘録 (全十巻) 」 (写本) 1冊 [会田安明]
(「算書総目録」には 535 「珍説要秘録 二冊」 とある)

((会田先生山本) 原著は、 10巻)

87. $P803$ 7492 F通俗戦国策 (館)」 (写本) 1冊 [毛利貞斎]
(「算書総目録」には 536 「通俗戦国策 抜書 全」 とある)

((会田先生山本) 原著は、 18巻 18冊、毛利貞斎 (瑚珀) 著、宝永元年刊)

88. $P804$ 7493 F朝鮮並琉球之巻」 (写本) 1冊 (州#r舷あ $\mathfrak{h}$’ず)
(会田先生遺本)

89. $P804$ 74-96 F天竺物語」 (写本) 1冊 (BA田\Re r作にあ 4’ず)

(「算書総目録」には 599 「天竺物語 全」 とある)

(会田先生小本)

90. $P805$ 7499 [東国戦記」 (写本) 1冊 (AR田#r#にあ bず)
(会田先生遺本)

91. $P805$ 7500 F東国太平記 (抜書)」 (写本) 1冊 [杉原親清]
(「算書総目録」には 548 「東国太平記 全」 とある)

((会田先生遺本) 原著は、 16巻 18冊、杉原親清著、延宝 8年序)

92. $P80$ 7 . 7502 [日本国山塞 (全十五巻) 」 (写本) 15冊 会田安明述
(「算書総目録」には 520 [日本国史略 –十五冊」とある)

(会田先生遺憾)

93. $P807$ 7503 [日本国史略目録 (全三巻)」 (写本) 3冊 会田安明編
(「算書総目録」には 519[日本国史略目録 三冊」とある)
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(会田先生遺本)

94. $P808$ 7505 1年代記町並黄門公教令」 (写本) 1冊 安藤為章述

(「算書総目録」には 540 「年代記聞 全」とある)

(会田先生遺本)

95. $P809$ 7506 F野斧」 (写本) 1冊 細井徳民述

(「算書総目録」には 538 「野斧 全」 とある)

((会田先生遺本) 原著は、 3巻 1冊、細井徳民 (平州) 著)

96. $P811$ 7512 F漂流船物語」 (写本) 1冊 (ArN$r\hslash にあ 4’ず)

97. $P812$ 7515 [武徳編年集成 (抜書) 」 (写本) 1冊 [木村高敦]

(「算書総目録」には 552 「武徳編年集成 –冊」とある)

((会田先生遺本) 原著は、 93巻、木村高敦著、元文 5年序)

98. $P812$ 7516 [武野燭淡 (抜書) 」 (写本) 1冊 (州 BR\hslash にあ 4’ず)

((会田先生遺本) 原著は、 30巻)

99. $P813$ 7518 [弁道書評林 (全二巻) 」 (写本) 2冊 [大宰春台原著

会田安明評]

((会田先生遺本) 原著は、「弁道書」、 1冊、大宰純 (春台) 、享保 10年刊)

100. $P815$ 7520 1将門実録日記」 (写本) 1冊 [鵜飼信興著]

((会田先生遺本) 原著は、 1冊、鵜飼信興著、元禄自序)

101. $P820$ 7528 F町明亜記事」 (写本) 6冊 会田安明述

(会田先生遺本)

102. $P820$ 7529 [魯西亜漂流記」 (写本) 1冊 (鮨安 R舷あ $\mathfrak{h}$’ず)

(会田先生遺本)

103. $P821$ 7531 F和漢珍書考評林」 (写本) 1冊 小石川信興撰

会田安明評

((会田先生遺本) 原著は、 1冊、鵜飼信興著、元録自序)

. 記載はないが斎藤篤の自筆本と判断されるもの
$P414$ 4663 1精要算法 (上巻) 起源」 (写本) 1冊 [斎藤篤]
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